
​資料３​

​札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰要綱の改正について​

​１　改正条項​

​　　札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰事務取扱要領における「活動年数」部分​

​　　​

​２　改正の概要​

​　　​​更生保護功労の表彰選考に係る活動年数の基準を「原則12年以上」から「原則８年​

​以上」とする。​

​　　​

​３　改正の理由​

​　　​​現在、更生保護の重要な担い手である保護司数は全国的に減少傾向にあり、本市に​

​おいても過去５年間で大幅な減少が見られるなど、担い手の確保が喫緊の課題となっ​

​ている。こうした状況を鑑み、地域社会の安全で安心なまちづくりに寄与し、尽力し​

​ている者に対して広く表彰を授与することで、活動の活性化及び継続の意欲向上を図​

​る必要がある。​

​　　平均寿命の延伸や高年齢者雇用安定法の改正に伴う就業機会の確保（努力義務化）​

​等を背景に、保護司制度においても新任者の年齢上限（原則66歳以下）が撤廃され​

​た。これにより、かつては60歳の定年退職後に就任していた層が、現在は65歳以降に​

​就任するケースが増加しており、活動開始時期が全体的に高年齢化する傾向にある。​

​　　一方で、保護司には法令上の定年はないものの、再任時の年齢が原則76歳未満（本​

​人の希望があれば78歳の前日まで活動を継続できる「特例再任」制度あり）と運用さ​

​れており、実質的な活動終了時期は固定されている。そのため、66歳を過ぎて就任し​

​た場合、生涯を通じて活動に従事できる期間そのものが減少しており、現行の「活動​

​年数12年以上」という選考基準では、表彰を受ける機会を得られないまま退任を迎え​

​ることになる。​

​　　そのため、現行の「12年以上」から「８年以上」と改めることで、推薦対象の範囲​

​を拡大し、保護司としての活動意欲の更なる向上と、更生保護活動への積極的な参画​

​を促すものである。​

​４　改正案（活動年数）​

​現行​ ​改正案​

​表彰対象​ ​更生保護功労​ ​更生保護功労​

​活動年数​ ​原則として​​12年以上​​。ただし、​

​顕著な功績があったと認められ​

​る場合はこの限りではない。​

​原則として​​８年以上​​。ただし、​

​顕著な功績があったと認められ​

​る場合はこの限りではない。​


